
Ruckus Wireless™

ZoneFlex™ 7363 

Ruckus ZoneFlex 7363は、高性能で信頼性の高い802.11nワイヤレスネットワーキングを

非常に手頃な価格で提供します。同クラスの他の802.11nワイヤレスソリューションとは異

なり、ZoneFlex 7363は特許取得済みの動的ビーム形成機能と自動干渉軽減機能を兼ね

備えており、4 dBiの信号利得と10 dBの干渉除去により広範囲にわたって一貫した期待ど

おりのパフォーマンスを実現します。

ZoneFlex 7363ならば、より低いパケットエラー率でシングルレンジを2～4倍に拡張できる

と同時に、より少ないAPで信頼性の高いWi-Fi サービスを提供できます。ZoneFlex 7363
には、Ruckus社による特許取得済みのBeamFlex™ が内蔵されています。 BeamFlexはソ

フトウェア制御の高利得アンテナアレイで、802.11nパケットを連続的に形成し、パフォーマ

ンスの最も高い信号経路で各パケットを送ります。また、ZoneFlex 7363は環境の変化に自

動的に適合するため、一度導入したら、環境の変化に応じて定期的にサイトを調査する必

要は一切ありません。

流線型で小型のZoneFlex 7363は、コストを抑えながらも信頼性の高い高速クライアント接

続を実現したい企業様向けに設計されています。ホテル、学校、小売店、支社、公共施設な

ど、さまざまな企業環境やホットスポット環境に適しています。

ZoneFlex 7363シリーズはシングルモードとデュアルモードの両方に対応しており、スタンド

アローンのアクセスポイントとして導入することも、Ruckus ZoneDirector™ とともに中央制

御のスマートワイヤレスLANの一部として導入することも可能です。また、SmartMesh™

ネットワーキングを利用するとZoneFlex 7363を容易に導入できるため、イーサネットケーブ

ルを利用できない場所やコスト的に敷設が無理な場所にもWi-Fi サービスを拡張することが

できます。

標準の802.3af Power over Ethernet (PoE) は既存のPoEスイッチを利用するため、コスト

と手間のかかるアップグレードは不要です。
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特許取得済みのBeamFlex™ 技術によりシングルレンジを拡張し、

クライアント接続の安定性を向上

すべてのZoneFlex 7363スマートWi-Fi® アクセスポイントには、4 dBi
の信号利得と10 dBの干渉除去を実現するソフトウェア制御のスマート

アンテナアレイが内蔵されています。これによりシングルレンジを2～4
倍に拡張できるとともに、干渉や障害を自動回避する機能によりパ

ケット損失を減らすことができます。

高度なWLANアプリケーションと Smart/OS 

Ruckus ZoneDirector™ スマートWLANコントローラを併用すると、

ゲストネットワーキング、スマートワイヤレスメッシュ形成、動的PSK、
ホットスポット認証、ワイヤレス侵入検出などの幅広い付加価値アプリ

ケーションが各ZoneFlex 7363でサポートされるようになります。

Smart/OSを使用すると、最大32の個別WLANを作成でき、WLANの

割り当て先となるAPやVLANは同一でも別々でも構いません。また、

WLANをグループ化して、特定のAP間で共有することもできます。中

央管理型の設定では、ZoneFlex 7363はMicrosoft Active Directory、
LDAP、RADIUSなどの幅広い認証サーバーと連携します。

柔軟な導入オプション

ZoneFlex 7363 APは、スタンドアローンAPとして導入することも、

ZoneDirectorスマートWLANコントローラを使った中央管理型の

ワイヤレスLANの一部として導入することもできます。ZoneFlex 7363
はL2/L3ネットワーク全域に導入でき、イーサネットケーブルを敷設せ

ずにメッシュを形成することができます。ZoneDirectorを併用すると、

ネットワークを通して各ZoneFlex 7363 が自動的に設定されるため、

短時間で簡単に導入できます。

完全なローカル・リモート管理

各ZoneFlex 7363をスタンドアローンAPとして管理する際には、

SNMPによるWebベースのGUIまたはRuckus FlexMaster™ Wi-Fiリ
モート管理システムを利用できます。また、ZoneDirectorスマート

WLANコントローラによるローカル管理も実行可能です。FlexMaster
Managementは業界標準のプロトコルを使ったLINUXベースのソフト

ウェアプラットフォームで、有線エリア接続を介して一括設定、障害検

出、モニタリング、幅広いトラブルシューティング機能を実行します。

ZoneDirectorを利用するとAPのローカル管理と制御が可能になり、伝

送電力とチャネルの管理、ゲストネットワーキング、メッシュ形成といっ

た付加価値サービスを加えることができます。

選択可能なアンテナの
組み合わせは300以上あり、
可用性の高いWi-Fiを実現

10/100 Mbpsイーサネットポート2個と
802.3af 
PoE 10/100/1000 Mbpsイーサネット
ポート1個をサポート

信号利得だけでなく
干渉回避も行う高利
得指向性アンテナ
素子により、レンジの
拡張、信頼性、高い
データレートを実現
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メリット

クラス最高のミッドレンジ性能を低コストで実現

比類のない価格/性能でレンジの拡張が可能です。非常に手頃な価格

で、シングルバンドとデュアルバンドの両方に対応します。

少ないAPでレンジの拡張が可能

動的ビーム形成によりWi-Fi® 信号のカバレッジを2～4倍に拡張でき、

エリアへのサービス提供に必要なAPの数を最小限に抑えることができ

ます。

ワイヤレスで有線並みの信頼性

特許取得済みのスマートアンテナアレイ、ビーム形成、サービス品質

(QoS)技術により、干渉を回避し、パケット損失を最小限に抑えること

ができます。

導入の容易な、流線型で小型の筐体

目立たないデザインで設置場所を選びません。

ごくシンプルな設計と管理

Webベースのウィザードと自動導入機能を利用して、簡単に設計と

管理を行うことができます。

柔軟な導入オプション

スタンドアローン型の導入も、コントローラベースの導入も可能です。

スマートワイヤレスメッシュ

ZoneDirector™ スマートWLANコントローラとZoneFlex™ 7363を併用

すると、イーサネットケーブルを利用できないエリアや現実的または

コスト効率的に敷設が無理なエリアにもWi-Fiサービスを容易に拡張

できます。

従来のWi-Fiネットワーク設備を無駄にしない

ZoneFlex 7363は既存のワイヤレス設備と互換性があるため、従来の

802.11a/b/gクライアントのパフォーマンスとレンジを拡張できます。

手間をかけずに高速Wi-Fi への移行が可能

標準の802.3af Power over Ethernetのサポートにより、コストのかか

るアップグレードを行わずに既存のPoEスイッチを利用できます。

複数のイーサネットポート

3 つのイーサネットポートを使って、VoIP電話、サーバーなどの有線デ

バイスに接続できます。

特長

シングルバンド(2.4 GHz)およびデュアルバンド(5 GHz/2.4 GHz) 
オプション

動的ビーム形成と高度なRF管理

最大4 dBiの信号利得/10 dBの干渉除去

高密度環境に最適な自動干渉回避

内蔵のスマートアンテナアレイにより、300以上の固有パターンで高

い信頼性を実現

標準の802.3af Power over Ethernet (PoE)

レンジとカバレッジを2～4倍に拡張

IPマルチキャストビデオストリーミング対応

クライアントステーションあたり4つのキュー

アドバンスドQoSパケット分類と、遅延の影響を受けやすい

トラフィックの自動優先度設定

バンドステアリング* およびAirtime Fairness(通信時間の公正化)
対応

独自のQoSおよびセキュリティポリシーによる1無線あたり

最大8つのBSSID

RADIUSおよびActive Directory用のWEP、WPA-PSK (AES)、
802.1X対応**

SmartMesh™ ネットワーキング**

Zero-ITおよびDynamic PSK**

許可制御/ロードバランス**

専用ポータルとゲストアカウント**

壁、卓上、天井への設置が可能

** Ruckus ZoneDirectorコントローラを併用した場合

*** 今後のソフトウェアサポートでのハードウェア組み込みオプション
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仕様

物理特性

外部電源アダプタ (別売) 入力: 110-240V AC 
電力 Power over Ethernet クラス0
外形寸法 17.8cm (長さ)、17.8cm (幅)、3.6cm (高さ)

7インチ(長さ) x 7インチ(幅) x 1.4インチ(高さ)
重量 397 g (0.875 ポンド)
アンテナ 300以上の固有パターンを提供する内部ソフトウェア設定可能アンテナ

イーサネットポート 自動MDX、自動検知

10/100 Mbps、RJ-45ポート 3個 (1個はPoE)
環境条件 動作温度:  0˚C～40˚C  

動作湿度: 15% ～95%   (結露のないこと)
消費電力 12.95W (PoE)、12W (12V DC) 
パフォーマンスおよび対応設定

同時クライアント数 200以上 (1無線あたり100以上)
ターゲットUDPのスループット 各バンド、各無線で5,000平方フィートのエリアに対して150 Mbpsのスループットでの接続が可能

Vo-Fi クライアント 同時に最大20
トラフィック管理およびサービス品質(QoS)
サービスクラス 音声、ビデオ、ベストエフォート、バックグラウンド

ソフトウェアキュー ステーションあたり4つ
802.11e 対応

自動トラフィック分類 VoIPおよびビデオトラフィックの自動優先度設定

アドバンスドQOS レート制限、バンドステアリング、Airtime Fairness (通信時間の公正化)
VLAN 対応 802.1Q
ヒューリスティック分類 対応

導入

オプション • ZoneDirectorによる管理

• 個別管理

• FlexMaster Managementによる管理

管理

設定 Webユーザーインターフェース、CLI (Telnet)、SSH HTTP/S、SNMP 
(ZoneDirector使用)、 HTTPS/XML/SOAP(FlexMaster使用)

統計 LAN、ワイヤレス、関連ステーション (Web UIからアクセス可能)
自動APソフトウェア更新 FTPまたはTFTP、自動リモート更新可能

Wi-Fi®

規格 IEEE 802.11a/b/g/n
2.4 GHzおよび5.8 GHz

対応データレート • 802.11n: 6.5 Mbps～130 Mbps (20 MHz)   6.5 Mbps～300 Mbps (40 MHz)
• 802.11a: 54、48、36、24、18、12、9、6 Mbps*
• 802.11b: 11、5.5、2、1 Mbps
• 802.11g: 54、48、36、24、18、12、9、6 Mbps

無線チェーン 2 x 2
空間ストリーム 2
チャネライゼーション 20 MHz、40 MHz、またはその両方

周波数帯域 • IEEE 802.11a:  5.15～5.85 GHz
• IEEE 802.11n:  2.4～2.484 GHzおよび5.15～5.85 GHz

RF出力 • 26 dBm (2.4 GHzの場合)
• 24 dBm (5 GHzの場合)
国固有の電源設定が可能

動作チャネル • 日本X41: 1～13
• 5 GHzチャネル: 次のチャネル（レンジは国により異なる）

36、40、44、48、52、56、60、64、100、104、108、112、116、120、124、128、132、136、140、149、153、157、161、165
BSSID 1無線あたり最大8
省電力 対応

ワイヤレスセキュリティ • WEP、WPA-PSK、
WPA-TKIP、WPA2 AES、802.11i

• 802.1Xによる認証

(ZoneDirector使用)、
ローカル認証データベース、

RADIUS/LDAP/
ActiveDirectory対応

認定 Wi-Fi アライアンス、技術基準適合認定、WEEE/RoHS互換、EN-60601-1-2
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